
(57)【要約】

【課題】短い軌道区分を場合によってはレール更新を含

めて処理することもできる機械を提供する。

【解決手段】走行駆動装置９と作業ユニット１１とを有

している、レール走行機構５で走行可能な第１の機械フ

レーム２が設けられており、該第１の機械フレーム２に

連結器３によって解離可能に接続された、レール走行機

構５で走行可能な第２の機械フレーム４が設けられてお

り、さらに、機械縦方向に延在していて持上げ装置２６

を有している橋桁１４が設けられており、該橋桁１４が

、第１の端部１５で、鉛直な軸線１６を中心として回動

可能に第１の機械フレーム２に結合されているのに対し

て、橋桁１４の第２の端部１７が、第２の機械フレーム

４に支持可能であり、かつ案内装置１８によって第２の

機械フレーム４に対して相対的に機械縦方向で移動可能

であるようにした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軌 道 （ ８ ） を 処 理 す る た め の 機 械 （ １ ） に お い て 、 走 行 駆 動 装 置 （ ９ ） と 作 業 ユ ニ ッ ト
（ １ １ ） と を 有 し て い る 、 レ ー ル 走 行 機 構 （ ５ ） で 走 行 可 能 な 第 １ の 機 械 フ レ ー ム （ ２ ）
が 設 け ら れ て お り 、 該 第 １ の 機 械 フ レ ー ム （ ２ ） に 連 結 器 （ ３ ） に よ っ て 解 離 可 能 に 接 続
さ れ た 、 レ ー ル 走 行 機 構 （ ５ ） で 走 行 可 能 な 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム （ ４ ） が 設 け ら れ て お り
、 さ ら に 、 機 械 縦 方 向 に 延 在 し て い て 持 上 げ 装 置 （ ２ ６ ） を 有 し て い る 橋 桁 （ １ ４ ） が 設
け ら れ て お り 、 該 橋 桁 （ １ ４ ） が 、 第 １ の 端 部 （ １ ５ ） で 、 鉛 直 な 軸 線 （ １ ６ ） を 中 心 と
し て 回 動 可 能 に 第 １ の 機 械 フ レ ー ム （ ２ ） に 結 合 さ れ て い る の に 対 し て 、 橋 桁 （ １ ４ ） の
第 ２ の 端 部 （ １ ７ ） が 、 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム （ ４ ） に 支 持 可 能 で あ り 、 か つ 案 内 装 置 （ １
８ ） に よ っ て 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム （ ４ ） に 対 し て 相 対 的 に 機 械 縦 方 向 で 移 動 可 能 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 、 軌 道 を 処 理 す る た め の 機 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 案 内 装 置 （ １ ８ ） が 、 機 械 横 方 向 で 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た ２ つ の フ ラ ン ジ 付 き
ロ ー ラ （ １ ９ ） と し て 形 成 さ れ て お り 、 該 フ ラ ン ジ 付 き ロ ー ラ （ １ ９ ） が 、 第 ２ の 機 械 フ
レ ー ム （ ４ ） に 結 合 さ れ た 案 内 レ ー ル （ １ ３ ） に お い て 転 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の
機 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 橋 桁 （ １ ４ ） が 、 第 ２ の 端 部 （ １ ７ ） に 直 接 的 に 続 い て い る 領 域 で 、 補 助 走 行 機 構 （ ２
０ ） に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 機 械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 補 助 走 行 機 構 （ ２ ０ ） が 駆 動 装 置 （ ２ １ ） に よ っ て 、 橋 桁 （ １ ４ ） の 縦 方 向 に 対 し て 垂
直 に 延 び て い る 軸 線 （ ２ ２ ） を 中 心 と し て 、 旋 回 可 能 で あ る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 機 械 。
【 請 求 項 ５ 】
　 補 助 走 行 機 構 （ ２ ０ ） が 、 前 記 軸 線 （ ２ ２ ） に 対 し て 相 対 的 に 高 さ 調 節 可 能 で あ る 、 請
求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 機 械 。
【 請 求 項 ６ 】
　 橋 桁 （ １ ４ ） に 作 業 運 転 キ ャ ビ ン （ ２ ３ ） が 配 属 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い
ず れ か １ 項 記 載 の 機 械 。
【 請 求 項 ７ 】
　 作 業 運 転 キ ャ ビ ン （ ２ ３ ） が 第 ２ の 端 部 （ １ ７ ） に 配 置 さ れ て い て 、 駆 動 装 置 （ ２ ５ ）
に よ っ て 橋 桁 （ １ ４ ） に 対 し て 相 対 的 に 高 さ 調 節 可 能 で あ る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 機 械 。
【 請 求 項 ８ 】
　 橋 桁 （ １ ４ ） が そ の 縦 方 向 で テ レ ス コ ー プ 式 に 伸 長 可 能 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か
ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 機 械 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 軌 道 を 処 理 す る た め の 機 械 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ア メ リ カ 合 衆 国 特 許 ４ ９ ７ ９ ２ ４ ７ 号 明 細 書 に よ っ て 、 軌 道 を 更 新 す る た め の 機 械 が 公
知 で あ る 。 こ の 機 械 は 後 方 の 区 分 に 、 作 業 ユ ニ ッ ト を 備 え た 橋 桁 を 有 し て お り 、 こ の 橋 桁
は 作 業 位 置 か ら 引 渡 し 位 置 に 移 動 可 能 で あ る 。 こ の た め に 、 両 端 部 に 補 助 走 行 機 構 が 設 け
ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ア メ リ カ 合 衆 国 特 許 ４ ９ ７ ９ ２ ４ ７ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 短 い 軌 道 区 分 を 場 合 に よ っ て は レ ー ル 更 新 を 含 め て 処 理 す る こ と も で
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き る 機 械 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 構 成 で は 、 走 行 駆 動 装 置 と 作 業 ユ ニ ッ ト と を 有 し て
い る 、 レ ー ル 走 行 機 構 で 走 行 可 能 な 第 １ の 機 械 フ レ ー ム が 設 け ら れ て お り 、 該 第 １ の 機 械
フ レ ー ム に 連 結 器 に よ っ て 解 離 可 能 に 接 続 さ れ た 、 レ ー ル 走 行 機 構 で 走 行 可 能 な 第 ２ の 機
械 フ レ ー ム が 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 、 機 械 縦 方 向 に 延 在 し て い て 持 上 げ 装 置 を 有 し て い
る 橋 桁 が 設 け ら れ て お り 、 該 橋 桁 が 、 第 １ の 端 部 で 、 鉛 直 な 軸 線 を 中 心 と し て 回 動 可 能 に
第 １ の 機 械 フ レ ー ム に 結 合 さ れ て い る の に 対 し て 、 橋 桁 の 第 ２ の 端 部 が 、 第 ２ の 機 械 フ レ
ー ム に 支 持 可 能 で あ り 、 か つ 案 内 装 置 に よ っ て 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム に 対 し て 相 対 的 に 機 械
縦 方 向 で 移 動 可 能 で あ る よ う に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム に お け る 橋 桁 の 移 動 可 能 性 に よ っ て 、 一 方 で は 、 第 ２ の 機 械 フ レ ー
ム を レ ー ル 運 搬 の た め に 使 用 す る 可 能 性 が 存 在 し 、 か つ 他 方 で は 、 橋 桁 を 用 い て 、 妨 害 さ
れ る こ と な く 軌 道 へ も し く は 軌 道 か ら レ ー ル 運 搬 を 行 う 可 能 性 が 存 在 す る 。 レ ー ル 更 新 を
行 っ た 後 、 処 理 さ れ た 軌 道 区 分 に お い て 、 第 １ の 機 械 フ レ ー ム に 設 け ら れ た 作 業 ユ ニ ッ ト
を 用 い て 、 軌 道 処 理 を 締 め 括 る 軌 道 位 置 整 正 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 利 点 と 構 成 は 、 以 下 の 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 図 面 か ら 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に つ き 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 さ れ て い る 機 械 １ は 、 第 １ の 機 械 フ レ ー ム ２ と 、 連 結 器 ３ に よ っ て 前 記
第 １ の 機 械 フ レ ー ム ２ に 結 合 さ れ た 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム ４ と か ら 構 成 さ れ る 。 両 機 械 フ レ
ー ム ２ ， ４ は レ ー ル 走 行 機 構 ５ に よ っ て 、 レ ー ル ６ と 枕 木 ７ と を 有 し て い る 軌 道 ８ に お い
て 走 行 可 能 で あ る 。 第 １ の 機 械 フ レ ー ム ２ は 、 走 行 駆 動 装 置 ９ と 走 行 運 転 キ ャ ビ ン １ ０ と
作 業 ユ ニ ッ ト １ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム ４ は 積 載 面 １ ２ を 有 し て お り 、 こ の 積 載 面 １ ２ は 、 機 械 横 方 向 で 互
い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た ２ つ の 案 内 レ ー ル １ ３ を 備 え て い る 。 機 械 縦 方 向 （ 機 械 長 手
方 向 ） に 延 在 し て い る 橋 桁 １ ４ は 、 第 １ の 端 部 １ ５ で 、 鉛 直 な 軸 線 １ ６ を 中 心 と し て 回 動
可 能 に 第 １ の 機 械 フ レ ー ム ２ に 結 合 さ れ て い る 。 橋 桁 １ ４ の 第 ２ の 端 部 １ ７ は 、 案 内 装 置
１ ８ に 結 合 さ れ て い る 。 こ の 案 内 装 置 １ ８ は 、 機 械 横 方 向 で 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ
た フ ラ ン ジ 付 き ロ ー ラ １ ９ と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の フ ラ ン ジ 付 き ロ ー ラ １ ９ は 案 内 レ
ー ル １ ３ に 沿 っ て 走 行 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 橋 桁 １ ４ は 、 第 ２ の 端 部 １ ７ に 直 接 的 に 続 い て い る 領 域 で 、 補 助 走 行 機 構 ２ ０ （ 図 ３ ）
に 結 合 さ れ て い る 。 こ の 補 助 走 行 機 構 ２ ０ は 駆 動 装 置 ２ １ に よ っ て 、 橋 桁 １ ４ の 縦 方 向 に
対 し て 垂 直 に 延 び て い る 軸 線 ２ ２ を 中 心 と し て 旋 回 可 能 で あ っ て 、 前 記 軸 線 ２ ２ に 対 し て
相 対 的 に 高 さ 調 節 可 能 で あ る 。 橋 桁 １ ４ の 第 ２ の 端 部 １ ７ に は 、 制 御 装 置 ２ ４ を 備 え た 作
業 運 転 キ ャ ビ ン ２ ３ も 配 属 さ れ て い る 。 作 業 運 転 キ ャ ビ ン ２ ３ は 駆 動 装 置 ２ ５ に よ っ て 、
橋 桁 １ ４ に 対 し て 相 対 的 に 高 さ 調 節 可 能 で あ る 。 こ の 橋 桁 １ ４ は 、 さ ら に 、 レ ー ル 片 ２ ７
の 把 持 お よ び 持 上 げ の た め の 、 ト ロ リ と し て 形 成 さ れ た 幾 つ か の 持 上 げ 装 置 ２ ６ を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 、 機 械 １ の 機 能 形 式 を 詳 し く 説 明 す る 。 機 械 １ が 、 処 理 し た い 軌 道 区 分 に 到 達 し
た 後 、 直 ち に レ ー ル 片 ２ ７ が 持 ち 上 げ 装 置 ２ ６ に よ っ て 把 持 さ れ 、 か つ 積 載 面 １ ２ か ら 持
ち 上 げ ら れ る 。 こ の 後 、 連 結 器 ３ の 解 離 が 行 わ れ 、 か つ 走 行 駆 動 装 置 ９ の 負 荷 に よ っ て 第
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１ の 機 械 フ レ ー ム ２ の 引 離 し が 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 案 内 装 置 １ ８ が 、 第 ２ の 機 械 フ レ
ー ム ４ の 連 結 器 ３ に 到 達 す る ま で 案 内 レ ー ル １ ３ に お い て 転 動 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。 し た が
っ て 、 レ ー ル 片 ２ ７ を 交 換 す る た め の 構 成 間 隙 ２ ８ が 露 出 さ せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 橋 桁 １ ４ の 第 ２ の 端 部 １ ７ は 、 補 助 走 行 機 構 ２ ０ に よ っ て
軌 道 ８ に 支 持 さ れ 得 る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム ４ は 、 古 い レ ー ル 片 ２ ７ の 取 除
き も し く は 新 し い レ ー ル 片 ２ ７ の 取 寄 せ の た め に 、 構 成 間 隙 ２ ８ か ら 運 び 去 ら れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム ４ が 再 び 構 成 間 隙 ２ ８ に 到 達 し た 後 、 直 ち に 案 内 装 置 １ ８ が 、 最 終
的 に 両 機 械 フ レ ー ム ２ ， ３ を 再 び 連 結 器 ３ に よ っ て 互 い に 結 合 す る た め に 、 案 内 レ ー ル １
３ に 接 触 さ せ ら れ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ の 後 、 交 換 さ れ た 古 い レ ー ル 片 ２ ７ が 、 積 載 面 １ ２
上 に 載 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 最 後 の 処 理 と し て 、 新 し い レ ー ル 片 ２ ７ を 備 え た 軌 道 区 分 が 、 第 １ の 機 械 フ レ ー ム ２ に
設 け ら れ た 、 突 固 め ユ ニ ッ ト お よ び 軌 道 こ う 上 ユ ニ ッ ト と し て の 作 業 ユ ニ ッ ト １ １ に よ っ
て 、 軌 道 位 置 に 関 し て 最 適 化 さ れ 得 る 。 作 業 運 転 キ ャ ビ ン ２ ３ は 、 引 渡 し 走 行 の た め に 沈
降 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 橋 桁 １ ４ が 機 械 縦 方 向 に お け る テ レ ス コ ー プ 式 の 伸 長 の た
め に 形 成 さ れ て い て 、 こ の 形 式 で 前 記 構 成 間 隙 を 伸 長 す る よ う に な っ て い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 １ つ の 作 業 位 置 に お け る 、 本 発 明 に よ る 機 械 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 ２ 】 別 の 作 業 位 置 に お け る 、 本 発 明 に よ る 機 械 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 ３ 】 さ ら に 別 の 作 業 位 置 に お け る 、 本 発 明 に よ る 機 械 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 ４ 】 さ ら に 別 の 作 業 位 置 に お け る 、 本 発 明 に よ る 機 械 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 ５ 】 テ レ ス コ ー プ 式 に 形 成 さ れ た 橋 桁 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 機 械
　 ２ 　 第 １ の 機 械 フ レ ー ム
　 ３ 　 連 結 器
　 ４ 　 第 ２ の 機 械 フ レ ー ム
　 ５ 　 レ ー ル 走 行 機 構
　 ６ 　 レ ー ル
　 ７ 　 枕 木
　 ８ 　 軌 道
　 ９ 　 走 行 駆 動 装 置
　 １ ０ 　 走 行 運 転 キ ャ ビ ン
　 １ １ 　 作 業 ユ ニ ッ ト
　 １ ２ 　 積 載 面
　 １ ３ 　 案 内 レ ー ル
　 １ ４ 　 橋 桁
　 １ ５ 　 第 １ の 端 部
　 １ ６ 　 軸 線
　 １ ７ 　 第 ２ の 端 部
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　 １ ８ 　 案 内 装 置
　 １ ９ 　 フ ラ ン ジ 付 き ロ ー ラ
　 ２ ０ 　 補 助 走 行 機 構
　 ２ １ 　 駆 動 装 置
　 ２ ２ 　 軸 線
　 ２ ３ 　 作 業 運 転 キ ャ ビ ン
　 ２ ４ 　 制 御 装 置
　 ２ ５ 　 駆 動 装 置
　 ２ ６ 　 持 上 げ 装 置
　 ２ ７ 　 レ ー ル 片
　 ２ ８ 　 構 成 間 隙
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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